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瀬
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心
を
つ
な
ぐ
思
い
や
り 
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

心
を
つ
な
ぐ
思
い
や
り 
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
　
人
権
と
は
、
わ
た
し
た
ち
の
誰
も
が
持
っ
て
い
る
、

人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る
権
利
で
す
。

　
現
在
、
い
じ
め
や
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
ほ
か
、
次
の

よ
う
な
他
人
の
人
権
を
考
え
な
い
よ
う
な
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。

●
同
和
問
題
（
部
落
差
別
＝
特
定
の
地
域
の
出
身
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
就
職
や
結
婚
な
ど
の
場
面
で

差
別
す
る
）

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
び

と
に
対
す
る
差
別
的
な
表
現
）

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
す
る
偏
見
　
な
ど

　
人
権
を
大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い
の
違
い
や
個
性
を
認
め
合

い
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。今
か
ら
、
自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
人
権
に
関
す
る
講
話

  

（
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
）

　全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
環
と
し

て
、
生
徒
は
人
権
擁
護
委
員
か
ら
人
権
に
関
す
る
講

話
を
聞
き
、
作
文
を
書
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
生
徒

は
人
権
尊
重
の
重
要
性
や
必
要
性
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
今
年
度
は
、
大
道
中
学
校
・
金
町
中
学
校
が
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

◎
人
権
の
花
運
動

　児
童
は
草
花
を
育
て
る
こ
と
を
と
お
し
て
生
命
の

尊
さ
を
学
び
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
ま
す
。
今
年
度

は
、
東
綾
瀬
小
学
校
・
中
青
戸
小
学
校
・
鎌
倉
小
学

校
が
人
権
の
花
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　各
学
校
の
児
童
は
、
協
力
し
て
種
ま
き
や
草
花

へ
の
水
や
り
を
行
い
、
赤
色
や
黄
色
な
ど
の
鮮
や

か
な
花
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
）
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

◎
人
権
身
の
上
相
談
（
無
料
）

第
１
火
曜
日
午
前
　
時
か
ら
午
後
３
時
　

区
役
所
２
階
　
区
民
相
談
室

　人
権
侵
害
を
さ
れ
て
困
っ
た
、
悩
ん
で
い
る
、
な
ど

の
相
談
を
受
け
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

法務大臣から委託された民間ボランティアです。

人権相談を受けたり、人権の考えを広めたりする活動を

しています。詳細については、人権推進課

（TEL：03-5654-8148）までお問い合わせください。

人権擁護委員とは

●西村　孝一

●岩田　敦子

●長坂三重子

●青木　秀樹

●齋藤　英子

ＬＧＢＴを理解しよう 
～多様性を認め合う社会をめざして～

講　　師　日高　庸晴さん（宝塚大学看護学部教授）
　　　　   ※手話通訳、要約筆記、磁気ループあり

日　　時　平成２９年１２月１９日（火）
　　　　　午後２時から午後４時（開場午後１時３０分）

場　　所　葛飾区男女平等推進センター  多目的ホール（ウィメンズパル１階）

参加方法　定員２００名、当日会場先着順。入場無料。

保　　育　１歳以上の未就学児が対象
　　　　　（１２月１２日（火）午後５時までに人権推進課に要予約）

主　　催　葛飾区、葛飾区教育委員会、葛飾地区人権擁護委員会

問い合わせ・保育申し込み　人権推進課（TEL：03-5654-8148）

12月4日～10日は人権週間

人
権
擁
護
委
員
は
、

相
手
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
育
て
ま
す

10

人権週間
記念講演会

●岡田　裕子

●石井　玲子

●内田　昌宏

●塚本　亨

●天羽　德実

●小髙　方樹

●壷内　明

●津村　政男

●宇田川博史

●小倉　秀夫



（3）平成29年（2017年）11月25 日　第10号 平成29年（2017年）11月25日　第10号   （2）こんにちは人権 こんにちは人権

子どもがいるから、

子どものことを考えたから

経済的な不安があったから

相手が変わってくれるかも

しれないと思ったから

世間体が悪いと思ったから

55.8

32.8

19.2

19.2
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配偶者と別れなかった理由（複数回答）

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
に
向
け
て
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

あなたが正しい知識を持つことが、大切な人を助けます。 Ｄ
Ｖ
は
わ
た
し
た
ち
の
ご
く
身
近
な
問
題
で
す
。

〜
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
存
在
し
ま
す
〜

　

D
V
被
害
を
受
け
て
い
る
女
性
が
、
辛
い
状
況
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
加
害
者
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
な
い
、
自
ら
助

け
を
求
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
理
由
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
身
近
な
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴

力
は
家
庭
な
ど
の
閉
じ
た
環
境
で
起
こ
り
、
強
固
な
支
配
関

係
が
成
立
し
て
い
る
場
合
は
、
「
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
」
「
誰
か

に
相
談
す
る
」
と
い
う
考
え
が
、
加
害
者
に
よ
り
徹
底
的
に

排
除
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
閉
じ
た
環
境
で
の
繰
り

返
し
の
暴
力
か
ら
思
考
力
は
落
ち
、
自
己
否
定
を
さ
れ
続
け

る
こ
と
で
「
自
分
が
悪
い
」
と
思
い
込
ま
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
た
と
え
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
て
も
罪
悪
感
や
後
悔
で

苦
し
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
ら
加
害
者
の
も
と
へ
戻
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
被
害
者
は
加
害
者
か
ら
働
く
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、

自
由
に
な
る
お
金
を
持
た
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
経
済

的
不
安
も
強
く
な
り
や
す
く
、
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
「
子

ど
も
に
は
両
親
が
い
た
方
が
良
い
」
と
い
う
社
会
的
通
念
に

捉
わ
れ
、
逃
げ
に
く
い
状
況
を
も
た
ら
し
ま
す
。

産まれも育ちも葛飾区。葛飾区男女平等推

進審議会委員として葛飾区をより良いまち

にするべく活動しています。

2015 年春に「自分の未来は自分で決める」

と言えるように、行動できる女の子を増や

すことを指針とする団体 Torch for girls を

立ち上げました。

現在は、東日本大震災から学び、次に活か

すべく「災害×ジェンダー×ヘルス」をテー

マに勉強会などを行っています。

Ｑ
１ T

o
rc

h
 fo

r g
irls

を
立
ち
上
げ
た
動
機
は
？

高
校
生
の
頃
か
ら
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
日
本
の
方
が
途
上
国
で
は
な
い
か
」
「
も
っ
と
日
本
の
女
の
子

に
焦
点
を
当
て
た
い
」
と
思
い
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　Ｑ
２ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
に
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

高
校
２
年
生
の
時
、
同
級
生
か
ら
「
女
な
ん
だ
か
ら
黙
っ
て
い
ろ
。

可
愛
く
し
て
い
れ
ば
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
が
最
初
の
き
っ
か

け
で
す
。
そ
の
後
、
世
界
に
は
女
性
と
い
う
理
由
で
、
権
利
を
剥

奪
さ
れ
て
い
る
人
び
と
が
い
る
と
知
り
、
現
在
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３ 

現
在
の
活
動
の
魅
力
、
お
も
し
ろ
さ
は
何
で
す
か
？

現
在
は
「
災
害
」
を
切
り
口
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
「
自
分
で
自
分
を
守
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
平
常
時
か

ら
備
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
「
自
分
の
未
来
は
自
分
で
決
め
る
」
と

言
え
る
よ
う
に
、
ま
た
行
動
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
か
ら

で
す
。
課
題
解
決
の
た
め
に
自
ら
主
体
的
に
動
き
、
働
き
か
け

る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

Ｑ
４ 

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

来
年
の
３
月
に
「
女
子
大
生×

防
災
」
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
草
の
根
の
活
動
を

続
け
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な

進
路
が
良
い
か
模
索
中
で
す
。

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
「
否

定
せ
ず
に
話
を
聞
き
」
「
夫
婦
は
対
等
」
「
あ
な
た
は
悪
く
な

い
」
と
い
う
声
を
掛
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
「
あ
な
た
も
悪

か
っ
た
の
で
は
？
」
「
別
れ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
」
「
愛
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
は
相
談
者
を
傷
つ
け
、
せ
っ

か
く
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
逃
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
な
た
が
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
被

害
者
は
時
に
助
け
を
断
り
、
加
害
者
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
（
「
逃
げ
な
い
、
助
け
を
求
め
な
い
の
は
な

ぜ
？
」
の
記
事
参
照
）

　
大
切
な
の
は
、
問
題
を
ど
う
に
か
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
い
つ
で
も
力
に
な
る
よ
」「
あ
な
た
は
大
切
」
と
伝
え
続
け
、

気
に
か
け
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
被
害
者
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
暴
力
は
心
身
に
大
変
な
影
響
を
継

続
し
て
与
え
る
こ
と
が
多
く
、
解
決
も
難
し
い
た
め
、
専
門

機
関
へ
の
相
談
が
大
切
で
す
。
葛
飾
区
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
専
門
の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」の用語に

ついては、日本では「配偶者や恋人など親密な関係

にある、又はあった者から振るわれる暴力」

という意味で使用されることが一般的と

なっており、記事内でもこの意味で使用し

ています。

女性のための相談（要予約・無料）

TEL：5698-2211（月～金　午前9時～午後5時）

「コミュニケーションに役立つ脳科学

　　　　　　　　～男女脳って何だろう～」

「コミュニケーションに役立つ脳科学

　　　　　　　　～男女脳って何だろう～」

平成３０年3月3日（土）午後３時３０分～５時３０分

ウィメンズパル  多目的ホール（立石５－２７－１）

200名（事前申込・先着順）

２月発行の広報かつしかでご案内いたします。

男女共同参画講演会のお知らせ

聖
心
女
子
大
学

文
学
部
国
際
交
流
学
科
　
4
年
生

※休館日は除く

女性に対する暴力（DV）相談 午前10時～午後5時

午後1時30分～午後4時30分

午前10時～午後5時

午後1時～午後4時

午後5時～午後8時
【電話のみ・男性も可】

月・木

火

月・火・木・金

水

法律相談

悩みごと相談

内閣府　男女間における暴力に関する調査（平成26年度調査）一部抜粋

内閣府　男女間における暴力に関する調査（平成26年度調査）一部抜粋

あなたは

悪くない

あなたは

悪くない

力になるよ力になるよ

暴力は

許さない

暴力は

許さない
あなたが

大切です

あなたが

大切です

夫婦は

対等

夫婦は

対等

次世代を担う！女性活躍応援インタビュー

暴力による
支配

コントロール

暴力による
支配

コントロール

内
閣
府
「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
（
平
成
26
年
）
」
に
よ
る
と
既

婚
女
性
の
約
四
人
に
一
人
が
Ｄ
Ｖ
被
害
の
経
験
が
あ
り
、
男
性
も
六
人
に
一
人
、

全
体
で
は
五
人
に
一
人
が
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
を
ふ
ま
え
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る

法
律
」
が
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、 

Ｄ
Ｖ
が
単
な
る  

夫
婦
げ
ん
か
 

な
ど
で
は
な
く
、
お
互
い
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

逃
げ
な
い
、

助
け
を
求
め
な
い
の
は
な
ぜ
？

傷ついた女性傷ついた女性

身体的暴力 精神的暴力
殴る、蹴る、髪を引っ張る

刃物をつきつけるなど、

直接からだを傷つける行為

大声でどなる、無視する、

行動を制限するなど、

精神的に追い込む行為

性的暴力

性行為を強要する、

避妊に協力しないなど、

性的に心身を傷つける行為

生活費を渡さない、

仕事をさせないなど、

経済的自由を奪う行為

経済的暴力

相談するほどのことではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのまま
やっていけると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

自分が受けている行為が
DV とは認識していなかったから

55.8

32.8

19.2

19.2

11.7

11.4
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櫻
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相談しなかった理由（複数回答）

脳科学の見地から「脳の気分」を読み解

く感性アナリスト。脳の研究からくりださ

れる男女脳の可笑しくも哀しいすれ違いを

描いた随筆や恋愛論、脳機能から見た子

育て指南本、語感の秘密を紐解く著作も

人気を博し、ＴＶやラジオ、雑誌にもたびた

び登場、幅広く活躍している。
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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

　ＡＶ出演強要問題とは、モ

デルや高収入のアルバイトな

どと偽って勧誘し、ＡＶへの出

演契約にサインをさせるもの

です。ＪＫビジネス問題とは、

ＳＮＳやスカウトなどを介し

て女子高生を募集し、最初は

簡単な接客から、次第に性的

なサービスを強要するビジネ

スであり、ストーカー行為に

あうなどの被害も出ています。

　いずれも自分から応募し契約をしたという負い

目から身近な人にも相談できずに被害が拡大する

という問題を抱えています。これらは力を持った

大人が、知識や情報量の少ない若年者に対し行う

悪質な暴力であり、人権侵害です。

　内閣府男女共同参画局

のホームページの啓発サ

イトでは、動画やイラス

トを使用し分かり易く事

例や相談窓口を紹介して

いますので、正しい知識

を得て自分自身や身近な

人を守りましょう。

男女平等推進センターをご利用ください。

あなたの中に差別意識はありませんか？

同和問題とは同和問題とは

卑劣極まりない差別落書き

差別落書きを発見したら

差別をなくすために

▲川端南児童遊園先スロープ手すり

 ▲区街路灯支柱

　毎年11月12日から、11月25日（女性に対する暴力

撤廃国際日）までの2週間、内閣府その他の男女平等参

画推進本部構成府省庁の主唱により「女性に対する暴力

をなくす運動」を実施しています。

　男女平等推進センターでも毎年、女性に対する暴力を

考えるパネル展示や、ＤＶ根絶の願いを込めパープルリ

ボンを作成してもらう啓発運動を行っています。また、

１１月１８日（土）にはデートＤＶ防止の講座も実施し、

改めて予防教育の大切さについて理解を深めました。

　自分は、差別をしたことも、差別をされたこともないという人がいる

かもしれません。しかし、差別はあなたのまわりで、今も起きています。

　人間は、自分の意思で生まれるところを選ぶことができません。にも

かかわらず、同和地区（被差別部落）の出身という、ただそれだけの理

由で、さまざまな差別を受けている人びとがいます。これを同和問題（部

落差別）と言います。

　葛飾区においては、平成13 年以来、断続的に同和地区出身者を貶める

差別落書きが区内で発生しています。特に平成 27年11月から平成 29年

2 月までの間に、差別落書きが公園内のベンチや椅子、階段の手すり、区

の広報掲示板、区管理の街路灯、自治町会の掲示板など、25 件、46 箇所

に及んでいます。さらに、隣接の足立区や江戸川区、江東区、北区でも

同一筆跡と思われる差別落書きの被害が拡大しています。

　こうした差別落書きは、同和地区出身者の尊厳を傷つける重大

な人権侵害であり、極めて悪質で許せない行為です。

　差別落書きをそのまま放置すれば、新たな差別を植え付け、差

別を助長することにつながります。差別落書きと思われる落書き

を発見した場合は、その場で消去せず、紙で覆うなどの処置をし

たのち、区人権推進課（直通 5654-8148）までご連絡ください。

　平成 28 年12月16日、「部落差別の解消の推進に関する法律（部

落差別解消推進法）」が施行されました。この法律は、「部落差別

のない社会を実現すること」を目的としています。

　葛飾区はこの法律の趣旨をふまえ、同和問題の解決を図るため、

様々な施策に取り組んでまいります。

　今もなお、現実社会の中で厳然として存在している「差別」。

　わたしたち一人ひとりが、自分に関わる問題として差別の現状

を知るとともに、差別を見抜く目を養い、その解消に向けた積極

的な行動が求められています。

　日本社会の歴史的発展の過程で形作られた身分制度や歴史的、社会的

に形成された人びとの意識に起因する差別が、現在もなおさまざまなか

たちで現れている重大な人権問題です。

　封建時代において、武具・馬具や多くの生活用品に必要な皮革を作る

仕事や、地域の警備を行うなど、当時の生活に欠かせない役目を専門に

担っていた人びとがいましたが、彼らは住む場所、仕事、結婚、交際など、

生活のすべての面できびしい制限を受け、差別されていました。

　それらの人びとが居住していたところが「同和地区（被差別部落）」

といわれ、同和地区の出身であるという理由で、就職や結婚などさまざ

まな差別を受け、基本的人権を侵害されている人びとがいます。

女性に対する暴力をなくす運動

区民のみなさんに飾り付けていただいたパープルリボンツリー▶

「ＪＫ（女子高生）ビジネス問題」

「ＡＶ（アダルトビデオ）出演強要問題」「ＡＶ（アダルトビデオ）出演強要問題」
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男女平等推進センターでは、男女平等社会の実

現に向け、各種講座や講演会などを行っていま

す。詳細は「広報かつしか」、区ホームページな

どでお知らせします。

〒124-0012 葛飾区立石5-27-1 ウィメンズパル内

TEL：5698-2211　 FAX：5698-2315

開館時間　月～土　午前9時～午後9時30分

　　　　　日・祝　午前9時～午後5時30分

休館日　　年末年始、館内点検・清掃日

図書資料室

男女平等や女性・人権に関わる内容について豊富

な蔵書があります。葛飾区立図書館の利用カード

で借りることができ、インターネットからの検索や

予約もできます。区立図書館にある本を予約し、

男女平等推進センターで受け取ることもできます。

男女平等推進センターは、学びと交流の場として

ご利用いただくことができます。

男女平等推進センターは、学びと交流の場として

ご利用いただくことができます。

開室時間 月～金　午前 9 時～午後 5 時

休室日　 土・日・祝日、年末年始、特別整理期間

講座・講演会


